








〈要約〉 

本例のごとき再発例を病理学的に検討した症例はない。冠状動脈病変は動脈炎に基ずく動

脈瘤の形成をみるが、数回の血栓形成があり再疎通を来たした多数の血管の著明な動脈化

を認め、あたかも「動脈内動脈」といえる所見を呈してた。これは再発をくり返したこと

が、その都度動脈炎を呈したか否かの判断は出来ないが、血栓形成が数度に亘って起った

ことは確認された。「動脈内動脈」様変化を来した一つの要因として小児という適応力に富

む時期に起ったことがあげられよう。 

これまで、我々が全国諸機関のご好意で集収した川崎病剖検例約 80 例の中で再発例ははじ

めてであった。 


